
剰ヒ農業研究（Tohoku Agric．Re8．）33，239－240（1983） －239－

夏　秋　ど　り　工　ダ　マ　メ　の　栽　培　法

岩瀬利己・大場貞信・柳田雅芳・富田秀弘・内城睦子・肥口一雄＊

（青森県細作園芸試験場・＊宵森県営農大学校）

Cultur8L Atethod of Green Soybean for Summet and AutuJnD Crop

Toshimi1Ⅵ朋B．S8d8nObu OBA，MaSayOShi YANA（ilDA．Hidehiro TohtITA．

Mutsuk。NAIJYO aJld Kazu。　HIGUCHl＊

（AomoriFieIdCrop　8ndHorticultura1Experiment Station・＊AornoriAgriculturaL EcoJlOmicsCoIIege）

1　は　し　が　き

本県のユダマメは予冷品目の一つとして．予冷技術の普

及とともにその産地は増加しつつある。しかし，栽培は粗

放的で生産は不安定である。このことから，夏秋どりユダ

マメの栽培法を確立するため，昭和封～57年にわたり，品

種比較など一連の試験を行ったので．その結果を報告する。

2　試　験　方　法

試験1　夏どり品種比較（昭和56年）

サッポロミドリ他21品種（本文表3参照）　5月15日は

種，ペーパーポットⅤ．1使用，サッポロミドリ～大勝自宅

の13品種は透明ポリマルチ栽培，うね幅95m．2条植え，

株間25仰，1株2本立て，残り8品種は無マルチ栽培，う

ね幅60仇，単粂植え，株間15伽，1株1本立て，N：P205

：K20＝0．5：1．5：1．2

試験2　秋どり品種比較とは任期試験（昭和54～56年）

昭和封．先年はうね幅60と罰，株問25の，昭和55年はうね

幅60仇株間20仇．施肥量（辱／8）は試験1と同じ

試験3　移植及びマルチ効果試験（昭和55年）

（D無マルチ直播区，（診無マルチ移植区，（診透明ポリマル

チ移植区，（彰黒色ポリマルチ移植区

奥原早生（極早生），白鳥（早生），綜光（晩生）

5月10日は種，ペーパーポット（径3仇深さ5憫）使用，

5月21日定植（初生葉展開期），マルチ区はうね幅120価，

2条植え．株間20（初．無マルチ区はうね幅60m，株間20C芥，

N：ア205：K20＝0．5：0．5：0．5

試験4　栽植様式に関する試験（昭和56．57年）

蓑1　栽植様式

品　　　　　 種
う
ね
条 条

間
株　 間

（桝）

株
マ

ル

チ
（ 早 晩 性 ） ・．・－

数（（¶） （亡撫） 敷

サッポ ロミドリ（極早生 ）95 2 45 21 24 27 2 育

え ぞ み ど　り（早 生 ） 〝 〝 〝
24 27 30 2 有

12 15 18 1 有

つ　 る　 の　 子 （中 生 ） ／y ′／ 15 18 21 1 有

緑　　　　 光 （晩 生 ）60 1 － 15 20 25 1 無

一　 人　 娘 （極晩生） 〝 － 20 25 30 1 無

は任期は5月14臥57年は5月10日，ペーパーポットV4

使用，定植期は初生薬展開期，施肥星は試験1と同じ

試験5　施肥法試験（昭和57）

表2　窒素の施用塁（辱／8）　　　（昭和57年）

0 0 ．2 0 ．4

0 0 ．2 0 ．4 0 ．6 0 0 ．2 0 ．4 0 0 ．2 0 ．4 0

0 0 ．2 0 ．4 0 ．6 0 ．2 0 ．4 0 ．6 0 ．4 0 ．6 0 ．8 0 ．6 0 ．8

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 12

ユキムスメ（早生），録光（晩生），5月14日は種．う

ね幅60（初．株間20仇（ユキムスメは12仇）．施肥量（辱／8）

P205：鞄0＝1．5；1．2

3　結果及び考察

試験1：　8月中に収穫できたのは．サッポロミドリ他

7品種であった。このうらで，中旬どりには浜錦と大雪み

どりが．下旬どりには自獅子とえぞみどりが，それぞれ収

＿星が多く適すると思われた。また，異常低温により収穫期

が9月になったユキムスメ，自宅23号，大平，三河島も収

量が多く，8月どりとして有望であろと思われた。

轟3　夏どり品種の特性（昭56）
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ま

花 穫 茎
枝 （去紗

（句 ／a ）
ん

期

i（片 目）

期

（月・日

節

数
数
2 ～ 4

機： 英

1 2 ′） 4

擬： 美
化
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7 ．1 2 8 ．15 10 ．4 2 ．8 2 5 ．1 8 6 ．4

7 ．15 8 ．2 5 12 ．9 3 ．3 25 ．7 8 4 ．6 ／′

7 ．16 8 ．2 5 13 ．4 4 ．6 2 5 ．6 8 8 ．5 少
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試験2：　3年間特に55年の冷害年でも収量が安定して

いたものとして．9月どりには5月上～下旬は種の緑光2

号，つるの子，緑光．おしまみどりが，また，10月どりに

は5月下旬～6月上旬は種の緑光，一人娘が適すると思わ

れた。

表4　秋どり品種の特性（昭和56年成績は省く）

年
は

項　 目 開 収 爽　　　 数 収．虫 ほ

化

倒
化
し蕊

確

斯

く月・日）

（1 個体 1 たり）（匂／a ）

次
種

期 品　 樗
1 2 － 4 拉 乗 2 、 4

校． 爽 l伏

昭

和

5 4

年

5
三　 河　 島 7．1 2 －8．2 7 5 3．9 1 0 3．7 無 無

月
禄　 光　 2　 号 7，1 4 9． 5 4 0，3 卵 ．1 〝
つ　 る　 の　 子 7 1 6 9　 7 3 7 0 8 3 0

10

日
み どりつ るの子 7．2 3 9，14 3 8．4 鋸 ．8

緑　　　　 光 7．2 3 9．1 6 川．6 8 6，2

5

三　 河　 島 7．2 8 8．3 1 4 9．0 8 1．6

少 少

禄　 光　 2　 号 7．3 0 勺．10 4 7．も 9 5．3

月 つ　 る　 の　 子 7．3 0 9，10 4 9．9 1 0 3．5

2 5 み ど りつ るの－ 8． 1 9，19 3 6．1 8 4．1

日 緑　　　　 光 8． 2 q．1 9 3 0．1 7 1．2

一　 人　 娘 8，2 1 10．17 5 6．4 1 2 0．7 中 多

6

月

10

日

禄 甘 －2　 号 8． 5 9．1 2 4 5．も 9 6，4 無

l ”

中

無

巾

つ　 る　 の　 子 8． 5 9．14 4 0．5 8 2，も

み どりつ るの子 8．さ 1 9・2 4 4 2．8 11 5．9

禄　　　　 光 8．10 9．2 4 叩 ．8 9 4．2

一　 人　 娘 8．2 4 10．2 0 4 3．0 7 0．6 彰

昭

和

5 5

5 三　 河　 島 7．2 4 9．12 1 7．8 5 0．2 無 無

月

10

夕　　 鶴

■巾　 の　 下

7．2 5

7 2 5

9．13

9

2 4．7

7

7 3．6

7 8

少 少

日 緑　　　　 光 8． 4 ．23

9．2 9

2 6．

13．7

．6

4 1．3
鍾 ＿些■

無5 三　 河　 島 7．3 0 9．17 15．9 3 7．さ 斎

月 夕　　　　 鶴 8． 2 9．17 2 3．2 5 7．7 少 少

2 7 雪　　 の　 下 8． 6 10． 1 川．1 4 4．7 中 多

日 一　 人　 娘 9． 5 10．23 且．7 1 8．3 甚 誌

6 夕　　　　 鶴 8．16 10． 8 14．4 3 2．8 少

甚

少

年
月 て雪　 の　　 下 8．18 10．13 2 0，4 4 7．1 中

10 禄　　　　 光 8．3 0 10．13 10，4 2 7，2 逃

日 一　 人　 娘 9． 9 10．2も 2 0．3 3 7．2 巾 中

試験3：移植をすることによって，烏苦や発芽障害を

回避できるので欠株が減少する。また，短梓となり節数は

減少するが．1個体当たりの着英数の減少は少なく，全重

に占める爽重の割合が高まる。このことから．直播よりも

栽植密度を高めることによって増収が期待できると思われた。

表5　移植及びマルチの効果（昭55）

　 項 目

処

性 存株

頑
収穫 期 t 葵 町

歓

黎 招 票 註 2 ・－4 粒

葵 収 暁

同 ん 比 （％）

押 品 織 、＼ t l ） （月・日） （け ） 1乗　 鞍 （ち ／a ） ；
対仏嶋 村畑 地

の惇 尻 移肺区

無 腐 奥 l貞早性 30 ．1 8． 9 10．1 33．5 3 0．7 1 5．1 日 的 ．0　 36．9

Jレ
白 ．〔i 82 ．7 ； 8r28 13．8 45．3 4 1．4 8 3．3 川 0．0 q3．0

チ 描 繊　 光 3 7．7 9130 18．2 82 ．4 17．1　　 17，4 10 0．0 35．7

無 移 隼 Ili【早 生 99 ．3 8． ‘ 8．7 2 3．1 23．5 4 0．0 2 70．9 ・ミ100 0

ノし
白 ．q 1 95 ・4 8．27 11．8 3 2．‘ 1 35 ．2 8 9．8 10 7．6 10 0，0

十 帖 緑　 光 9 7．4 9．29 17 ．8 80 ．7
1 16 ．9

4 8．7 2 79．9 tOO ．0

透 チ
夷 i福 生

9 9．ユ 且． l 8・り 2日 33 ．0 1 59．5 3 94．0 145．5

讐 移
「1　 馬 9 8．b 8 ．2 5 13 ．6 1 4 7．6 Sも．0 り 0．2 15 6，3 145．3

ル 縮 緑　 光 岳 97．2 9．2 7 18 ．7 8 9．9 2 2．2　　　 b l．2 13 5 1．7 ■125．7

盟 チ 奥僚 －1させ
毒　98．b 8． 0 8 ．9 2 8．4 29 ．1　　 4 8．q 3 23．8 1 1q lb

雪 移

ル納

白 ＿鴇

埜 l l 些 ⊥

1 97．9

！ 9b15 ． 8 ．2 2 鳥 b

q ．2 6 と 1 8．5

‡ ＋十＋I

i 8 5．7

5 2．1

ヱ】18

l llb．b

l 58．9

恒 0・0

：3 38．5

吊 0 ．1

！120 ．9

マルチ被覆をすることによって，生育量が増大し．節数

及び着英数が増加して増収した。このような効果は，熟期

が早い品種ほど顕著に現われろが．熟期が遅い品種では，

まん化・倒伏が多くなるので，マルチの使用は避けた方が

よいと思われた。

試験4：収量及びまん化・倒伏程度からみて，品種の

早晩性に応じた適正栽檀本数（句／8）は，睡早生種で1700

～2000，早生種で1300～1700，中生種で1000～1300，

生種で800～1100，極晩生種で600～700と考えられた。

表6　品種の早晩性と栽植様式別収量
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試験5：早生種では．基肥レベル0匂／8で，窒素追肥

量の増加に伴って着英数が増加し増収する憤向がみられた。

しかし．他の基肥レベルや晩生種のすべての基肥レベルで

は，窒素追肥壁の増加に伴って減収する傾向がみられた。

衷8　収穫時分解調査結果（昭57）
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